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平成２４年６月２２日　午前１０時００分　開議

日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第２４号　上毛町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　３　議案第２５号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について
日程第　４　議案第２６号　上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について
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日程第１０　発議第　３号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）
日程第１１　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

日程第１２　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。一礼して着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日は、広報特別委員会委員長よりカメラ撮影の申し出があり、これを許可していますので報告します。採決の風景を写真に撮りますので、御起立の際は間違いのないように、直立で御協力をお願いします。

　本日の議事日程は、お手元に配付しております運営資料１ページで御確認ください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、６月１２日の本会議で各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告をお願いします。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後、討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第２４号　上毛町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第２５号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第２７号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第１号）「所管分」、日程第６、議案第２８号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）、日程第８、議案第３０号　福岡県介護保険広域連合規約の変更について、日程第９、議案第３１号　福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更について、日程第１０、発議第３号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）、以上、７件を議題とします。

　文教厚生委員長の報告を求めます。
　三田委員長。
○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さんおはようございます。文教厚生常任委員会から報告をします。
　当委員会は、６月１１日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５５分開会、９時５２閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案２件、予算案２件、その他２件、議員から提出された発議１件の合計７件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第２４号　上毛町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について。最初に、中住民課長に説明を求めました。
　外国人登録法の廃止に伴って、上毛町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正するとの説明でした。

　質疑なし。討論なし。
　全会一致で可決することに決しました。
　議案第２５号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について、最初に中住民課長に説明を求めました。
　外国人登録法の廃止に伴って関係条文の整備をするため、本条例を改正するとの説明でした。

　質疑なし。討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。
　議案第２７号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第１号）「所管分」について。最初に総務課長に総括説明を求めました。

　今回の補正は歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２,８４９万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ４４億６,６４９万７,０００円とする。また債務負担行為の追加として、京築広域市町村圏事務組合起債元利償還金、期間、平成２５年から３３年まで限度額として１４５万３,０００円を追加する。
　全体的項目として、４月１日職員の人事異動に伴う予算の補正及び組みかえを行ったとの説明でした。
　質疑。コミュニティ助成事業の２４０万円ですが、町内で何団体が希望されて県に申し出て、吉岡の方が選ばれたのか。
　答弁、総務課長。今回２団体の方が申請し、吉岡巨石保存会が決定されました。

　質疑。債務負担行為の補正ですが、上毛町の負担率の割合は。

　答弁、総務課長。金額でいくと全体で１,３１３万９,０００円です。上毛町１４６万２，０００円、豊前市４１２万１,０００円、吉富町１１１万４,０００円、築上町２９９万１,０００円、みやこ町３４５万１,０００円です。負担割合は計算していません。

　質疑。これに対する総工事費は幾らなのか。利率は。

　答弁、総務課長。工事費は１,７０１万５,０００円です。利率は約３.５％前後です。

　質疑。地方交付税ですが、８月３１日に額が決定しますが、最終的には幾らになりそうか。

　答弁、総務課長。約２５億前後になりそうです。

　続いて、担当課長の説明を求めました。
　住民課長。補正額３万円で、共済組合負担金の率の変更です。健康福祉課長。障害者自立支援給付システム改修委託料として２６万３,０００円をお願いします。教務課長。全補正額は１,２６９万２,０００円です。人事異動に伴う補正と、小学校学校管理費で４６０万円。唐原小学校駐車場で、現在バラスをしているところを舗装するものです。また、西吉富コミュニティセンターの浄化槽枠取替修繕費をお願いしています。

　質疑なし。討論なし。

　全会一致で可決することに決しました。
　議案第２８号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第１号）について。最初に岡崎教務課長に説明を求めました。
　９０万円の補正です。応募が本年度、予算額を超えたためですとの説明でした。

　質疑。高校は一律１万円ですが、豊津、みやこ、北九州と通学区が広がっています。ふやすつもりはないか。

　答弁、教務課長。ここ５年間で１名です。旧の育英資金で救済されていると思います。

　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第３０号　福岡県介護保険広域連合規約の変更について。

　最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。外国人登録制度が廃止されることに伴う変更ですとの説明でした。
　質疑なし。討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。
　議案第３１号　福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更について。
　最初に坪根健康福祉課長に説明を求めました。外国人登録制度が廃止されることに伴う変更ですとの説明でした。

　質疑なし。討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。
　発議第３号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）について。
　質疑。学級規模縮減以外のさまざまな定数改善も必要であるというのは、どういうことか。
　答弁。不登校、いじめ問題や日本語指導の特別に必要な方がいると判断しているとの答弁でした。
　討論なし。

　採決。全会一致で採択することに決しました。
　以上で報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第２６号　上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第２７号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第１号）「所管分」、日程第７、議案第２９号　上毛町国土利用計画の策定について。以上、３件を議題とします。
　総務産業建設委員長の報告を求めます。
　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は６月１９日、議会中小会議室において、委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５７分開会、午前１０時１３分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例１件、予算案１件、その他１件、計３件です。
　審査を行いましたので、その経過と結果を、会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。

　議案第２６号　上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について、建設課長に説明を求めました。

　住民基本台帳法の一部を改正する法律の制定及び外国人登録法の廃止に伴い、関係条文を整備するため本条例の改正を行うとのことでした。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２７号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第１号）「所管分」。初めに総務課長に総括説明を求めました。債務負担行為の補正と、歳入歳出補正予算事項別明細及び所管外の説明でありました。

　総括説明に対する質疑として、債務負担行為の補正が当初予算でなくて６月議会に出てくるのはなぜか。
　答弁として、当初予算の時点ではっきりしていなくて４月１６日にはっきりしたので、今回計上しました。

　続いて、各課長に説明を求めました。

　担当課長の説明に対する質疑として、実践型地域雇用創造事業事前準備助成金は、地域内の各企業に対する人的要望を創造し発掘するという意味か。

　答弁。食品分野、観光分野を、企業の要望があればそれを行っていくというものです。
　質疑。本町に関して食品分野とこれに制限している。これは現在の職を求めている求職者の方々を募集するのか。
　答弁。人材育成メニューのほうが、求職者を対象とした事業となっている。地域人材のレベルアップ研修を行っていきたい。

　上毛町実践型地域雇用創造事業については、多くの質疑応答がありましたが、まとめとして、厚労省の委託事業で３年間実施するものであるが、交付金目当てになるのではないか。そして、３年後はどうなるのか。

　町長の答弁として、３年後は地域の自分たちでやりなさい。土台をつくるのは厚労省である。各地域の発想を選別して、上毛町のやることはいいことだろうと認定されれば、後は上毛町でやることなので、その時期が来たら提案したいと思っています。

　質疑。人・農地プランの関係で、基幹産業の農業であり、ぜひ進めてもらいたい。農水省の創設事業である青年の就農事業は同じプランか。

　答弁。青年就農給付金は、地域の中心的な担い手の方に１５０万円で５年間の支援事業です。

　質疑。前期２年、後期５年の７年間助成する。全国的にこのプランに乗る方は多いと思うが、目安はあるか。調査はどうするか。

　答弁。参加の件は地域の中でだれがなるのか、十分に話し合ってもらうよう進めている。担い手農家、認定農家、営農組織はあるが、プランに乗って青年就農給付を受ける方は、１人くらいではないかと思っている。

　質疑。工業誘致に対する奨励金は、面積に単価を掛けて出すのか。工場だけに出すのか。

　答弁。土地の売買契約書を出してもらい、用地購入費の１００分の１０を出します。補助金の上限が１,０００万円となっています。

　質疑。消防団７人の退職で、団員の定数の条例では１１４名であるが、まだ三十数名ほど多いと思っているが、いつ正常化するのか。

　答弁。２５年１０月１０日です。現在は１４２名です。

　質疑。目標について努力するのか。

　答弁。消防団と十分協議して、最終的に決定したい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２９号　上毛町国土利用計画の策定について。企画情報課長に説明を求めました。
　本計画は本町の総合計画に基づく諸施策の基盤となるものであって、審議会の答申を得ています。詳しい内容説明は議会全員協議会で説明しているので省略しました。
　説明に対する質疑。東九州道にパーキングエリアが予定されているが、物販施設をつくる意向はあるか。
　町長の答弁として、要望はできるが可能性は少ないと思う。それよりも大平樂を中心に中津、耶馬渓に行くため、販売施設はないほうが上毛町に有利と思う。商工会とも話し合ってみたいと思う。結果については報告します。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　以上で、報告を終わります。
議長（坪根秀介君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第２４号　上毛町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について討論を行います。

　反対討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２４号　上毛町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第２５号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２５号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第２６号　上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって議案第２６号　上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第２７号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第１号）について、討論を行います。

　反対討論ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２７号は反対の立場から討論をいたします。

　企業用地取得奨励金について、今、誘致した企業は撤退するということが社会問題となっています。町と補助する企業の間で、将来、企業が撤退した場合に、補助金をどうするかという確約がされていないので、この議案に反対いたします。
○議長（坪根秀介君）賛成討論ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかに討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第２７号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第２８号　平成２４年度上毛町奨学金特別会計補正予算（第１号）について討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２８号　平成２４年度上毛町奨学金特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第２９号　上毛町国土利用計画の策定について討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２９号　上毛町国土利用計画の策定については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第３０号　福岡県介護保険広域連合規約の変更について討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）
○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３０号　福岡県介護保険広域連合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第３１号　福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更について討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３１号　福岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１０、発議第３号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）について討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、反対の立場から討論します。

　義務教育費国庫負担制度を２分の１から３分の１に引き上げたのは、小泉内閣の三位一体改革の一環として取り入れられています。すなわち補助金を減らす、税源を地方へ移す――税源移譲ですね――地方交付税を見直す。この国庫負担率が２分の１から３分の１になっても、税源移譲で下がった分を補てんされていると思う。本県の教育予算も４,０４３億円で、歳出も２４.８％と群を抜いている。
　国の財政負担を減らす、いわゆる小さな政府を目指す構造改革が、隔靴掻痒になってしまうのではないかと考え、反対討論します。
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかに討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、発議第３号　少人数学級の推進、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（案）については、原案を採択することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１２、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程はすべて終了しました。
　平成２４年第２回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時２７分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２４年　　月　　日

上毛町議会議長

署　名　議　員

署　名　議　員

-15-

